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平成 23年度実験・実習技術研究会 m 神戸参加報告
工学部技術部第三技術室小林英一
第二技術室宮川しのぶ
日時平成24年 3月 14日(水)-15日(木)
会場国立大学法人神戸大学六甲台第1・2キャンパス
I目的1
全国の国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構および大学共同利用機関法人の技術職員に
よる、実験・実習および技術研績に関する知識・手法や創意工夫、研究成果報告等を聴講し、今後の業務に活
かす為、本研究会に参加しました。
I聴構内容(小林)J・情報・電気系分野を中心に聴講しました。
I聴講内容(宮)1)J 6化学医学・理学系分野及び安全衛生技術分野を中心に聴講しました。
項目 題目
特別講演 .6スーパーコンビュータとパーチャルリアリティによる地磁気研究
.D-001 物理実験の教材開発と技術職員の指導研修.A-002' NI社製品を用いた電気工学実験における PC環境構築
.D-003 酸化物高温超伝導体単結品育成
セッションI 6F-001 ， r危険の可視化jを用いた危険予知トレーニングの実施について
ムF-002 北大工学部における防災システムについてのリーフレット作成
ムF-003 より安全な実験環境をめざして
ムE-004 ガラス加工技術を通した地域交流
.P-008 周波数帯別教育用電磁波挙動理解支媛ツーノレの検討
.P-019 オープンキャンパスに向けた教材用マイコン基板開発
6P-068 植物の色素を利用した実験教材開発と実践例
ポスター
.P-093 学校開放事業(電子工作)の実施報告と教材紹介
セツ‘ンョン
ムP-1l5 巡視による職場環境改善の試み
.P-1l9 高圧ガスボンベと液体窒素の管理と保安教育
.6P-121 レーザーを利用した学生実験における安全対策
ムP-125 工夫してます 『安全衛生、職場巡視、作業環境測定、でもこれが限界。
ムP-127 大学及び企業における安全衛生管理の事例研究.A-006 ， FPGAを用いた電子掲不板による回路設計実習
セyションH .A-007 野辺山電波へリオグラフの高稼働率
ムE-008， WWASEDA ものづくり工房~ x W学生参加型プロジェクト~ x W仕組みづ
くり」による実践カを身につけた学生を育成する取り組み.A-013 ， GPSによる時刻同期装置の製作.A-018 'RFID導入のための評価実験、タブレット端末の利用
セッ司ンョン田 ムF-C日9 神戸大学工学研究科における職場巡視で指摘された問題点と改善例
ムF-OlO 大規模災害に伴う学生の安否確認についての提案
6F-Oll 東北地方太平洋沖地震における機械・知能系の被害と安全衛生室の取組み.A-020 学生実験授業「地デジ在日DB-T)受信測定実験J概要
.E-022 エジプトコッタミア天文台支緩(日).A-022 実機による Arduino勉強会について
セッションIV ムD-008 走査型電子顕微鏡を用いた新規生物学実習の開発~花とミツバチ~
6F-014 多岐にわたる衛生管理者の業務(メンタルハ州、耐震固定、分煙対策を例に)
ムD-OlO 化学系学生実験での化学発光実験のご紹介・ 安全性教育効果向上への
取組み
.B-017 学生実験fマイクロロポットの作製と制御」
セッ、ンョンV .A-024 レーザー基板研削機による基板作成
.E-027 高速度カメラを用いた子供向けの催し
A 情報・電気系分野 B 機械系分野 C 建築 ・土木 ・農学系分野 D 化学・医学・理学系分野
E 地域貢献技術分野 F 安全衛生技術分野 P ポスターセッション
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. A-002: NI祉製品を用いた電気工学実験における PC環境構築り巨北大学)
National Instruments祉の LabVIEW.Multisim (回路動作解析ツー ノレ)，Microsoft社のWSS(PC 
の憶源OnlOff時の使用履歴消去と環境復元)を使用し PC環境を情築していた。学内にファイノレサー
パを用意し必要なソフトのダウンロ ド時間を短縮するなど工夫が見られた.
• P'019 オープンキャンパスに向けた教材用マイコン基板開発(電気通信大学)
マイコンに Arduinoを採用していた。Arduinoは総合開発環境やライブラリ、サンプルヨードが充実
しており、 PICよりも初心者向けで、開発しやすい利点がある.
. P'093 学佼開般事業(電子工作)の実施報告と教材紹介(松江高専)
基板設計 CADにEAGLE(有償版)を採用。EAGLEから出力されるガーパーデータをそのまま基
絞工作機に入力して試作基版を作り、回路に問題がない事を確認、した上で、学校開放事業用として外注
していた。
P'1l9 高圧ガスボンベと液体窒素の管理と保安教育(香川大学)
香川大学では保安研修桂に理解度確認の試験を実施していた。10名ほどの技術職員(事務局付)全員
が液体窒素汲み出し場所の開錠ができる。ヘリウム液化機は所有していなし、。
B'017 学生実験「マイクロロポットの作製と制御j (信州大学)
学生実験の長期テーマとして、マイクロロポット(ライントレーサー)作製を採用。マイコンには
PICを使用.実験の最後に競争コンテストを取り入れ、遊び要素を織り交ぜながら、学生にものづくり
と共同開発の楽しさを体験させている。
. A-024 レーザー基厳研削機による基板作成(徳島大学)
LPKF製ProtoLa田rを使用し、フォト工程やケミカノレ工程を必要とせずCADデータから高精度着肢
を直接配線加工が可能。35x 45皿皿程の，)、韮板であれば約l分で加工完了となる。基板設計CADには
Altium Designerを採用していた.
. F'OOI : r危険の可視化Jを用いた危険予知トレーエングの実施について(豊田工業高専)
実験・実習で重視すべき安全について、学生に危険を実感させるために「危険の可視化」という動画教材を作
成し、安全教育に利用してきた。教材は故意に禁止している作業を行い杷録したものであり、この動画の一部を
利用しKYTミーティングを行っている。しかし、工作機械を使った経験の無い学生には危険を遮想し実感するこ
とが難しく、 ー方的に情報を「伝えるJ安全教育となっていた。今後は「伝わる」ことを目的として取り組みたい。
F'003 より安全な実験環境をめざして(岡山大学)
実験室の安全性をレベノレアップさせるには指導者だけでなく、学生が安全環境作りに取り組むことも重要であ
る。そこで学生も参加したリスクアセスメントを行った.その中で、同じ研究室内にいてもお互いに使っている薬
品の危険性を認醸していない、実験に対する慣れにより粗雑な燥作を行うなどの問題点が出てきた。
• D'008 走査型電子顕微鏡を用いた新規生物学実習の開発~花とミツバチ-(東京大学)
走査型也子顕微鏡(SEM)を用いたアブラナとミツバチの観察実習を開発していた。報告者自身が SEMの管
理者であること、派遣先研究室が植物を材料とした研究を行っていたこと、温室飼育室管理業務を行っており他
研究室との交流があったことなど、複数の業務に携わっていたことが今回の実習開発の最大のきっかけとしてい
た.
[次期開催案内1
平成24年度機器分析技術研究会大分大会平成24年9月6日{木)・7日(壷)
・平成24年度愛媛大学総合技術研究会平成25年3月7日(木). 8日(企)
Iまとめ1
本研究会には、 82機関から約 500名の参加があり、 活発な肘論 ・技術交流が行われていました。日
本全国の大学 ・高専に所属する技術職員の方々が日常行っている技術業務の内容を知る事ができ、とて
も参考になりました.また本研究会は、普段関わる機会が少ない他機関の技術職員の方々と交流を持つ
事ができる、とても貴重な場であると感じました。
また機会があれば、次は発表する側で参加できるよう、今後の業務に遁進したいと考えます。
